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有機酸を嫌気的に分解す る新規な細菌

微生物工 業技術研究所　 田中
一

裕

　嫌気的環境は 動物 の 消化管，池や川の 底泥 など身近 な環境で あ る ．し か し好気性細菌に 比べ て 嫌気性細菌に よ

る有機化合物の 分解に 関する知 見は きわ め て 少な い ，

　有機物の 嫌気的分 解過程 で 有機酸 は 比較的最終段階 で 生成す る ．プ ロ ピ オ γ 酸，酪酸 な どの 飽和脂肪酸に つ い

て は，基本的な 分解様式がす で に 明 らか に されて い る の で ，不 飽和脂肪 酸と ヒ ド P キ シ 脂肪酸の 分解例を 紹介 し

た い ．

　
一般 に，RCH ＝CHCOOH とい う化学 式で 表す こ との で きる α，β不 飽和 脂肪酸 の嫌気 的分解様式は，ア ク リ

ル 酸 （R ・・H ）の 場 合 ，3CH2 ＝CHCOOH ＋ 2H20 →2CH1CH2COOH ＋ CH ，COOH ＋ CO2 （1），リ ク ロ ト ン 酸 （R ＝

CH3 ）の 場 合，2CH3CH ＝CHCOQH 十 2H20 →CH ，CH2CH2COOH 十 2CH3CQQH （2），2〕 フ マ ル 酸 〔R ＝COOH ）

の 場 合 ，3HOOCCH ・＝CHCOOH ＋ 2H20 → 2CHsGH2COOH ＋ CH
，COOH ＋ 4CO2 （3），s〕と な る こ と が 知 られ て

い る．

　 マ レ イ ン 酸は フ マ ル 酸の 幾 何異性 体で ある の で ，イ ソ メ ラ ーゼ さえ 存在すれ ば，フ マ ル 酸 と同 様 に 分 解 して，
コ ハ ク 酸 と酢酸を生成す る と予想 された ．しか し，農業 用水路 の 底泥か ら分離 した 1株 （CreMal1 株）は ，コ ハ
ク 酸 を さ ら に ブ 卩 ピ オ ソ 酸 に 分 解 した，リ コ ハク 酸 を プ 卩 ピ オ ン 酸 に 分 解 して 生 育 す る 嫌 気性 細 菌 は，Pro−

piomkenium　m ・destum　t： ど
5・6）が 知 られ て い る の で起 きて おか し くない 代謝 で は あ っ た ．糖非発酵性 グ ラ ム 陰性 偏性

嫌気性桿菌 で ，プ 卩 ピオ ン 酸を生産す る もの は こ れ ま で 知 られ て い ない の で，CreMal1株は Bactcroideceae科の 新

属 ・新種 と判断 し，Propienivibrio　dicarboxコlicusと命名 され た．

　ケ イ皮 酸 は ，上 の
一

般 式 で R ＝C6H5 とい う有機酸 で あ る ．ク ロ トン 酸 と 同様 の 代謝 を 行 う分解菌 の 存在 が 予

想 さ れ る．ケ イ 皮酸の 分解 に 関 し て 廃水処 理施設 の 汚泥か ら 1株 （PeC1 株）だ け の 純粋 分離 に 成 功 した ．や は

り，予 想 通 り s一フ ェニ ル ブ ロ ビ オ ソ 酸，安 息 香 酸 ，酢 酸 を 生 成 し た ．こ の 菌 株 は Acetivibrio属の 新種 ヨ．
multiv ・rans と命 名 され たノ｝そ の 後，ソ ル ビ ソ 酸 （R

＝CHs −CH ＝CH ）を分 解 す る 嫌気性 細 菌 （AmSo1 株）が 報告

され た．8）こ の 菌 株 は ，分離菌 と基 質資化性，代謝様 式，グ ラ ム 染色性，GC 含 量で 似 てい る が，細胞 の 形態が

ま っ す ぐで あ る （
“
Acetivibrie

”
の 名に ふ さわ し くな い ？）た め か ，分類学的位置付 けは 保 留 され て い る ．しか し現

在の 系統分類 で は 形態 は あま り重要 では な い とい う意見もあ り，今後の 動向を 注 目した い ．

　α
一ヒ ド ロ キ シ 脂肪酸は α，β不 飽和脂肪酸 の 水和反 応に よ っ て 生 じる の で α ，β不 飽和脂肪酸 と代 謝 的 に 非常 に

関 連が 深い ．シ トラ マ ル 酸 HOOCC （OH ）（CHs ）CH2COOH も，そ の よ うな 有機酸で あ り，不 斉炭素を 1個持っ
て い る の で ∫体 （天然型） お よび R 体 （非 天然型 ）が 存在す る．S一シ トラ マ ル 酸 分解菌を 分離 し ，性 質を 調 べ

た 結果，上 の （1）
〜
（3）の よ うな 分子 内酸化還元 で は な く，酢酸お よ び ギ酸 に まで 分解す る こ とで 生 育す る 細菌で

あ っ た．こ の 菌株は 新属 ・新種 動   朗 伽o 漉 沈 μ∫
9・L°）と命名 された．F．祕 濤 瓢 は関 連化 合物 （α，β不 飽和脂肪酸）

で ある メ サ コ ン 酸 も同様 に 分解 したが ，R 一シ ト ラ マ ル 酸 で は生 育 しな か っ た ．　S一シ ト ラ マ ル 酸 の 代謝 に つ い て

e±　Ciostridium　tetanomOrphum の 系が 詳 し く調 べ られ て い るが，　F ‘師 郎 は ，0．　tetanomerPhum の 代 謝 系 の
一

部分 だ け
しか 持 っ て い ない よ うに 思わ れ る．

　消 化 汚泥 等 の ，あ る混合培養系で ，ある 有概化合物 の 生 分解 性 が 確 認で きた か らとい って ，ど の 混 合 培養系で

も分解で きるわ けで は ない ，そ こに 分解菌分離の
一

つ の 意義が ある．しか し有機 化合物の 生 分解性や 分解菌の 純

粋分離の 難 易 を化 学 構造か ら判 断 す る の は 予想以上 に 難 しい ，まだ まだ研 究が 必 要で ある ．
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